
＜学校教育のめざす子供像＞　
自ら考え判断し、 自ら行動できる子供 
～夢や希望を育む学校教育の推進～

＜生涯教育のめざす人間像＞　
学ぶ喜びを味わい　自己を磨き　豊かに生きようとする人

～生きがいと絆をつくる生涯学習の推進～

　
＜運動部活動の地域移行＞

＜防災教育からはじまる人と人のつながり＞

　玉村町社会教育委員会では以前に「地域の人と人とのつな
がりをつくる防災教育」という提言書をまとめましたが、今回は
自ら行動する社会教育委員として、他の団体の活動に積極的
に関わることで、自分たちの提言を自ら実践するとともに「避
難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」を通じて、団体間の連携ならびに生
涯学習推進員同士の人と人とのつながりを持ちました。

＜ミニ企画展「 昔の道具展」＞
　ミニ企画展「第14回 昔の道具展」の展示テーマは「見
て！見て！昔の道具たちを！」です。管内小学校の３年
生が見学し、学習の一端を担うことができました。児童た
ちは昔の道具を観察し、気になった道具をスケッチしまし
た。また、関連行事の昔のくらし体験「石臼でお米を挽い
てすいとんを作ろう」も好評でした。

＜「子ども食堂　ありがとう×いただきますの会」の実施＞　

　町内子ども食堂、フードバンク、経済産業課、健康福祉
課と連携し「子ども食堂　ありがとう×いただきます　の
会」を実施しました。管理栄養士が地場産食材を中心にメ
ニューを作成しました。子ども達が会場準備と調理を担当
し、普段、子ども食堂などに食材を提供いただいている企
業をお招きし、皆で一緒に食事をしました。

＜デジタル絵本読み聞かせ＞

　「デジタル絵本読み聞かせ」は、地元出身イラストレー
ター・絵本作家等から提供を受けたデジタル絵本をホー
ル壁に投影し、県立女子大学学生が朗読、合わせて、
手話サークルによる手話通訳、バイオリン演奏者による
演奏を同時に行いました。

多くの人が親しみを持て、気楽に参加できるイベントとし
て、定員６０席が満員になりました。

＜玉村町民スポーツフェスティバル＞

　令和５年１０月８日（日）に、玉村町民スポーツフェス
ティバルが開催されました。従来行われていた町民体
育祭に代わり、幅広い年齢層の多くの人々が楽しく参
加できるように、スナッグゴルフ・モルック・ボルダリン
グ等のニュースポーツコーナーを設けて、実際に体験
していただきました。また、協賛企業ブースやキッチン
カーも出店され、地域の方々を中心とした来場者が途
切れることなく訪れて、イベントは大盛況でした。

　

　昨年度実現したソフトテニス部の地域クラブによる活
動に加え、軟式野球部の地域移行も始まりました。

　より専門的な指導を受けられることや、教職員の負
担軽減など様々な成果が挙げられています。今後、他
競技の地域移行も進めていきます。

　日立未来イノベータープログラムを活用した授業や、地
元企業「ケアコム」と連携した授業を実施し、子供が身近
なところから課題を発見し、解決を通して社会とつながる
学びを行うことができました。また、各学校でも総合的な
学習の時間の計画を見直し、子供主体の探究的な学び
を実現する取組を行いました。

　

＜よりよい学校づくりについて話し合う子供会議の実施＞

　各小中学校代表者２名ずつと、玉村高校代表者１名
の計１３名を子ども議員として選出し、玉村町の課題に
ついて各課長に質問を行いました。子供たちは玉村町
の状況を当事者意識をもって見直し、町をよりよくする
ためにどうすればいいか真剣に考えたり、各課長の答
弁を聞いたりしていました。玉村町の未来を担う子供た
ちを育てるよい機会となりました。

　コロナが５類に移行され、会話をしながら食べる姿
も見られるようになり、給食時の指導でも児童生徒の
反応や発言を取り入れた指導を行うことができました。
昨年に引き続き、農業委員の方と児童生徒で畑へ出
向いて玉ねぎの苗植えをしたり、福島保全会の方々
によるかき菜の収穫体験を行ったりと地域との繋がり
を深める活動も実施できました。また、「玉村カレー」
「麦ストロー」「学校給食ぐんまの日」などの動画配信
による一斉指導を行ったり、調理の様子をYouTubeで
アップしたりしました。

１学期

•年度始学校園訪問
•社会教育委員会、企画展

２学期
•教職員研修会、計画訪問
•特別展

３学期

•年度末学校園訪問、ミニ企
画展

•自己評価、外部評価、令和６
年度教育行政方針策定

　小中学生に加え、今年は玉村高生4名、県立女子大生2
名も参加し、子供会議が実施されました。「学校をよりよくす
るために」をテーマとして話し合い、自分たち学校の理想の
学校やそれを実現するためにできることについて、それぞ
れの体験や考えを基に理解を深めました。小学生から大学
生までがそれぞれの役割を果たして、協力しながら話し合う
よい機会となりました。

＜子供の探究心を育む総合的な学習の時間の充実＞

＜玉村町の未来を考える子ども議会の実施＞

＜栄養教諭や地域人材を活用した食育の推進＞

＜令和５年度　教育行政方針＞


